
右
の
「
進
歩
的
な
学
生
」
の
な
か
に
佐
藤
忠
良
氏
（
昭
和
十
四
年
彫
刻
科
卒
）

が
居
た
。
「
美
校
時
代
を
語
る
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」

(『
杜
』
第
五
号
。
平
成
三
年
十
二
月
、
東
京
芸

術
大
学
美
術
学
部
同
窓
会
）

に
よ
る
と
、
氏
は
五
、

六
人
の
仲
間
と
或
い
は
ジ

ッ

ド
、
ヴ
ァ
レ
リ

ー
、
ア
ラ
ン
の
著
書
、
高
村
光
太
郎
の
『
ロ

ダ
ン
の
言
葉
』
な

ど
を
読
ん
だ
り
、
或
は
ロ
ダ
ソ
の
弟
子
と
か
ブ
ー
ル
デ
ル
の
弟
子
と
か
が
来
る

と
質
問
を
試
み
た
り
し
、
い
ろ
い
ろ
な
研
究
会
を
衷
面
目
に
や
っ
て
い
た
が
、

極
く
自
然
に
社
会
主
義
や
共
産
主
義
の
国
で
は
芸
術
に
対
し
て
ど
う
い
う
考
え

方
を
も

っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
疑
問
に
行
き
当
た
り
、
文
胆
本
の
『
唯

物
史
観
的
芸
術
論
』
（
正
確
な
題
は
不
明
）
を
読
ん
だ
。
し
か
し
、

わ
か
ら
な

い
こ
と
が
い
ろ
い
ろ
あ

っ
た
た
め
、
代
官
山
の
同
潤
会
ア
パ

ー
ト
ヘ

著
者
を
訪

ね
て
質
問
し
た
り
し
た
。
と
こ
ろ
が
そ
の
人
が
共
産
党
員
だ
っ
た
ら
し
く
、
大

内
兵
衛
ら
が
逮
捕
さ
れ
た
人
民
戦
線
の
検
挙
の
際
に

一
緒
に
検
挙
さ
れ
、
氏
ら

本
校
生
の
こ
と
も
明
か
る
み
に
出
て
皆
拘
引
さ
れ
た
。
氏
自
身
は
党
員
で
も
な

け
れ
ば
、
そ
う
い
う
も
の
に
興
味
が
あ
っ
た
わ
け
で
も
な
か
っ
た
が
、

卒
業
制

作
に
と
り
か
か
ら
ね
ば
な
ら
な
い
十
四
年

一
月
の
十
八
日
に
練
馬
署
に
連
行
さ

れ
、
二
月
十
八
日
ま
で
拘
留
さ
れ
た
。
取
り
調
べ
中
、
唯
物
史
観
の
書
物
に
つ

い
て
、
「
売
っ
て
る
の
に
読
ん
で
、
何
で
悪
い
ん
で
す
か
？
」
と
聞
い
た
と
こ

ろ
、
刑
事
に

「ひ
と
り
で
読
む
の
は
い
い
け
ど
、
皆
で
読
む
の
は
い
け
な
い
」

と
言
わ
れ
た
と
い
う。

ま
た
、
思
想
が
悪
い
か
ら
こ
う
い
う
絵
が
好
き
な
ん
だ

と
言
わ
れ
て
モ
デ
ィ
リ
ア
ニ
の
画
集
ま
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
と
い
う。

昭
和
十
一＿一年
十

一
月
、
大
学
や
専
門
学
校
の
学
生
自
治
運
動
グ
ル

ー
プ
の
検

挙
が
開
始
さ
れ
、
学
園
か
ら
左
傾
活
動
が
一
掃
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
。
佐
藤
氏
ら

の
左
傾
活
動
と
も
言
え
な
い
よ
う
な
行
動
ま
で
阻
止
さ
れ
、
し
か
も

一
カ
月
も

拘
留
さ
れ
る
よ
う
な
時
代
が
到
来
し
た

の
で
あ
る
。

⑬

東
京
美
術
学
校
同
窓
会

昭
和
十
四
年
―――
月
十
日
、
本
校
卒
業
生
の
組
紙
で
あ
る
東
京
美
術
学
校
同
窓

会
が
設
立
さ
れ
た
。「
今
次
事
斐
下
に
あ
り
て
全
國
各
地
方
に
遍
在
せ
る
卒
業
者

と
母
校
と
の
間
に
於
け
る
連
絡
緊
密
を
要
望
す
る
磐
は
、
日
に
月
に
昂
ま
り

つ
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あ
る
の
欣
態
に
鑑
み
」
（
「発
刊
の
辞
」
会
長
芝
田
徹
心

『東
京
美
術
学
校
同
窓
会

会
報
』
第
一
巻
第

一号。

昭
和
十
五
年
三
月
）
て
設
立
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
会
長

は
本
校
校
長
、
事
務
所
は
本
校
内
に
置
か
れ
、
印
刷
用
紙
入
手
困
難
の
折
り
か

ら
、
翌
十
五
年
に
上
記
の
会
報
が
創
刊
さ
れ
た
。
倅
か
十
六
ペ
ー
ジ
の

冊

子

で
、
編
輯
兼
発
行
人
は
鎌
倉
芳
太
郎
。
内
容
は
上
記
芝
田
会
長
の

「
発

刊
の

辞
」
、
応
召
会
員
氏
名
（
百
七
名
）
、
戦
死
者
報
告
(
+
一
名
）
、

戦
地
通
信
、

会
員
移
動
、
東
京
美
術
学
校
創
立
当
時
回
顧
録

H
、
土
柄
醇
一
著
「
戦
乱
の
巴

里
を
逃
れ
て
」
、
同
窓
会
記
事
（
会
則
、

会
費
納
入
者
名
錨
）
か
ら
構
成
さ
れ

て
い
る
。
同
窓
会
の
活
動
は
本
誌
一

冊
を
刊
行
し
た
こ
と
を
除
い
て
不
明
で
あ

る。
⑭

教

育

振

作

昭
和
十
二
年
の
日
中
戦
争
開
始
以
後
、
臨
戦
体
制
確
立
の
必
要
か
ら
国
家
総

動
員
法
が
公
布
（
翌
十
三
年
四
月
）
さ
れ
、
ま
た
、
文
部
省
に
は
教
学
局
（
同

十
二
年
七
月
設
置
）
と
教
育
審
議
会
（
同
年
十
二
月
）
が
置
か
れ
、
思
想
、
文

化
、
教
育
の
全
面
的
統
制
が
実
施
さ
れ
始
め
た
。
こ
れ
と
関
連
し
て
同
十
四
年

五
月
に
本
校
は
教
育
振
作
の
具
体
的
方
策
に
関
す
る
報
告
書
の
提
出
を
求
め
ら

れ
た
が
、
そ
の
報
告
書
の
控
え
が
現
存
す
る
の
で
、
左
に
掲
載
す
る
（
〔〕

は

文
部
省
の
質
問
条
項
）
。
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